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研究要旨 
歯科受診の必要性を感じていても、実際に受診する患者もいれば受診しない患者もいる。受診する／

しないを分ける要因は、従来の統計調査からわかっているもの以外にも存在する可能性があり、統計調

査の調査内容をより掘り下げて検討していく必要がある。   
本調査では主に歯科受診の必要性を感じている患者の felt need に着目し、患者が実際に歯科受療行動

を起こす expressed need へ移行するとき、あるいはこれが妨げられているときにどのような要因が関連

しているのかを分析するため、口腔内の悩み事、歯科受診状況、歯科受診の必要性を感じたかどうか、

歯科医院の選択理由や満足度、定期健診について、かかりつけ医の有無や通院状況、在宅介護における

歯科、歯科医療に対する要望等に関してインターネットリサーチを行った。 
 調査結果から、治療の必要性を感じていながらも歯科を受診しない患者が 3 分の 1 以上存在し、定期

的な歯科検診を除き、歯の痛み等、強い症状がない場合は治療の必要性を感じていても、なかなか受療

行動を起こさない（felt need から expressed need への移行が起こらない）患者が多いことが分かった。 
 受療行動を妨げている主な要因は利便性・時間・費用に関係するものが多かった。特に利便性につい

ては通院にかかる時間や交通手段の影響は大きく、かかりつけ歯科や検診先の歯科診療施設の選択にも

影響を与えていることが分かった。また、この１年間に歯科治療を行った患者の多くが受診した歯科診

療施設の選択理由に「かかりつけ歯科であること」と「通院の利便性」を挙げていた。さらに、ほとん

どの患者が受診先の歯科診療施設に説明を含め概ね満足しており、このことから診療内容よりも通院の

利便性が受診率に影響を与えている可能性があると考えられた。 
 
Ａ．研究目的 

従来行われてきた歯科医療の需給分析では、供

給面での検討が主であり、需要面に対する調査お

よび分析は不十分であった。歯科需要について考

えたとき、例えば歯科受診の必要性を感じていて

も、実際に受診する患者もいれば受診しない患者

もいる。受診する／しないを分ける要因は、従来

の統計調査などの分析からわかっているもの以外

にも存在する可能性があり、統計調査の分析内容

をより掘り下げて検討していく必要がある。   
本調査では主に歯科受診の必要性を感じている

患者の felt need１）に着目し、患者が実際に歯科受

療行動を起こす expressed need へ移行するとき、

あるいはこれが妨げられているときにどのような

要因が関連しているのかをインターネットリサー

チの記述統計により分析することを目的とした。



B．研究方法 
従来の統計調査の分析からは十分に分かってい

ない、歯科受診に関する患者側の様々な要因を抽

出するため、歯科受療行動に関するインターネッ

トリサーチを行った。調査期間は平成 22 年 2 月

12～15 日であった。 
１）調査対象 

  調査対象はインターネットリサーチを専門に

行っている、（株）マクロミル社に登録されてい

るモニタであった。本研究では、調査対象者の

年齢、性別の影響を少なくするため、男女別に

「20 代」、「30 代」、「40 代」、「50 代」および「60
歳以上」の 5 つの年代のカテゴリを作成し、各

カテゴリ 73 名ずつ、計 730 名を調査対象とし

た。調査対象者の属性を資料 1 に示す。なお、

本調査への協力依頼メールの配信数は 2364 通

であり、回答率は 30.9％であった。年代別には

男性の回答率は 20 代 18.4%、30 代 27.2％、40
代 37.2％、50 代 49.7％、60 歳以上 54.9％であ

り、女性の回答率は 20 代 20.3%、30 代 24.3％、

40 代 35.8％、50 代 36.3％、60 歳以上 45.9％で

あった。 
２）質問項目 
調査内容は大きく分けて、1. 口腔内の悩み事、

2. 歯科受診状況、3. 歯科受診の必要性を感じた

かどうか、4. 歯科医院の選択理由や満足度、5. 
治療終了後の定期健診について、6. 治療の中断

や転医について、7. ふだん口腔健康について自

分で注意していること、8. かかりつけ医の有無

や通院状況、9. 在宅介護の歯科に対する要望、

10. 歯科医療全般に対する要望 に関する 10
項目で、詳細を聞く質問をあわせて合計 20 項目

であった。なお、質問項目の作成にあたっては、

平成 11 年に行われた保健福祉動向調査の調査

票を参考とした。これらの質問項目から得られ

たデータ集計し、記述統計により分析した。実

際に使用した質問票を資料２に示す。 
 自由回答の質問に関して、質問 8, 質問 12 で

は SPSS Text Analysis for Survey 3.0 を用いて、

回答者が意識して用いていたと思われるキーワ

ードを抽出した。同様な意味で用いられている

キーワードが複数存在した場合には、１つのキ

ーワードに集約し、10 回以上の頻度で使用され

ていたキーワードの度数をグラフにまとめた。 
また、質問 1 では各悩み事に関する自由回答

をカテゴリごとに分類し、どのような種類の意

見が挙げられているのかを詳しく分析した。さ

らに、質問 20 についても、各要望に関する自由

回答をカテゴリごとに分類し、各要望中でどの

ような意見が多く挙げられているのか詳しく分

析した。 
 
 
C．研究結果 
得られた調査結果を、質問項目ごとに示す。 
質問 1 は、この１年間に生じた歯や口の中につ

いて悩みや気になることについての質問である。

最も多かった回答は「歯が痛んだり、しみたりし

た」であった。それぞれの症状の強さを示す５段

階評価では、「歯が痛んだり、しみたりした」につ

いては強さ「２」が、「歯がぐらついた」、「歯ぐき

から血が出たり、はれたりした」、「口臭があった」、

「粘るような不快感があった」、「歯ならびが気に

なった」、「かみあわせがよくなかった」、「口をあ

けるとゴリゴリ音がした」、「歯がない状態だった」

については強さ「１」が、「入れ歯が合わなかった」

については強さ「３」が最も多く回答されていた

（図 1）。 
また、自由回答の内容を分類すると、悩み事と

して「歯が痛んだり、しみたりした」「歯がぐらつ

いた」「歯ぐきから血が出たり、はれたりした」「口

臭があった」「粘るような不快感があった」「口を

あけるとゴリゴリ音がした」を選んだ場合には、

それぞれ「自覚症状」「原因」「不具合の出た状況」

「頻度」「日常生活への影響」「対処行動」の６つ

のカテゴリに大別できた。「かみあわせがよくなか



った」を選んだ場合には、「自覚症状」「原因」「不

具合の出た状況」「日常生活への影響」「対処行動」

の５つのカテゴリに大別できた。「歯ならびが気に

なった」を選んだ場合には、「自覚症状」「不具合

の出た状況」「日常生活への影響」「対処行動」の

４つカテゴリに、「歯がない状態だった」を選んだ

場合には、「自覚症状」「原因」「日常生活への影響」

「対処行動」の４つのカテゴリに大別できた。「入

れ歯が合わなかった」を選んだ場合には、「自覚症

状」「原因」「対処行動」の３つのカテゴリに大別

できた。以上のように、それぞれの悩み事につい

て自由回答をカテゴリ分類し、カテゴリ内の回答

と共に表にしてまとめたものを資料 3 に示す。ま

た、「その他の悩み事」では自由回答の内容が多岐

に渡り、カテゴリ分類は困難であった。特に多い

回答としては、「歯間への食渣圧入」「歯の着色」

「歯石・歯垢の付着」「補綴物の脱離や不具合」「う

蝕」「智歯」に関する事柄が挙げられた。

 

 
 
質問 2 は、この１年間に歯科診療所や病院の歯

科で診療（訪問診療、検診等を含む）を受けたこ

とがあるかについての質問である。「診療を受けな

かった」と回答した者は 53.7％と最も多く、「診

療を受けたことがある」と回答した者は 37.3％、

「治療中」と回答した者は 9.0％ であり、この１

年間で診療を受けなかった患者と、受けたあるい

は治療中の患者はおよそ半数ずつであることが分

かった（図 2）。 



質問 3 は、受診した歯科診療所（病院の歯科）

の郵便番号についてである。基本属性データと照

らし合わせた結果、自宅の郵便番号と完全に一致

するものは 42.3%であった。また、受診した歯科

診療所（病院の歯科）と自宅の市区町村が一致す

るものは 82.9％と非常に多く、このことから調査

対象者の自宅近辺に受診先の歯科が多いことが分

かった。 
 質問 4 は、受診した歯科での主な診療内容につ

いての質問である。「う蝕処置」と回答した者が最

も多く 41.4％、次いで「検診・指導」は 23.7％、

「歯周疾患の治療」「欠損歯補綴」と回答した者は

ともに 10.1％ であった（図 3）。 

 
質問 5 は、どのような理由でその歯科診療所（病

院の歯科）を選んだかについての質問である。選

択理由としては「かかりつけだから」と回答した

者は 52.7％と最も多く、「自宅から通うのに便利

だから」と回答した者は 49.1％であり、選択理由

としては約半数の者がこの２つの選択肢を選んで

いた（図 4）。 

 質問 6 は、歯科医師からの説明が十分だったか

と、内容が理解できたかについての質問である。

「説明は十分で理解もできた」と回答した者が

88.2％と圧倒的に多かった（図 5）。 
 

 
質問 7 は、10 段階評価による、その歯科診療所

（病院の歯科）に対する満足度についての質問で

ある。満足度「８」と回答した者が 23.4％と最も

多く、満足度「１０」と回答した者は 23.1％、満

足度「９」と回答した者は 17.8％であり、満足度

が高い評価に集中した。満足度「４」以下の低い

評価は非常に少なく、満足度「５」以上は合計す

ると 94.8％と、評価のほとんどを占めた（図 6）。 

 
質問 8 は、満足度の評価理由についての質問で

ある。評価理由の自由回答をグループ化したとこ



ろ、治療の質や説明の丁寧さに関する内容のもの

が非常に多かった。また、質問７の評価値と対応

させて分析すると、評価の高い意見には「治療と

説明が丁寧」、「希望どおりの治療をする」、「対応

が早い」、「治療の痛みが少ない」などが多く見ら

れた。これに対して評価の低い意見には「説明が

ない」、「希望どおりの治療をしない」、「時間がか

かる」などが多く見られた。また、テキスト分析

の結果からは、治療や診察に関するキーワードで

ある「治療」、説明のわかりやすさや丁寧さに関す

る「説明」、丁寧な対応や治療を示す「丁寧」など

の使用頻度が高いことがわかった。以下、「歯科医

師」、「満足」、「治療時間」、「痛み」などが上位に

挙げられた。歯科診療所（病院の歯科）に対する

満足度の評価理由として 10 回以上の頻度で使わ

れたキーワードとその度数を図７に、また、それ

ぞれのキーワードが使用された代表的なコメント

を表 1 に示す。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

質問 9 は、必要な治療がすべて終了したときに、

次の定期健診にいつごろ来るよう言われたかにつ

いての質問である。「５～７ヶ月後」と回答した者

が 27.2％と最も多く、次いで「３～４ヶ月後」が

17.8％、「定期健診に来るよう言われなかった」が

17.5％、「２ヶ月以内」と回答した者は 15.7％ で
あった（図 8）。

表１ 歯科診療所（病院の歯科）に対する満足度の評価理由とキーワード [図７]満足度評価の関係する言葉の頻度 

表１ 歯科診療所（病院の歯科）に対する満足度の評価理由とキーワード 



質問 10 は、定期健診の時期に歯科診療所（病院

の歯科）から、事前連絡はあったかと、連絡方法

についての質問である。「連絡はなかった」と回答

した者が 58.6％と最も多く、次いで「郵便物によ

る連絡」が 31.1％ 、「電話による連絡」と回答し

た者は 5.0％であった（図 9）。 

質問 11 は、この１年間に治療を受けたことがな

いと回答した者に対しての、歯科診療所（病院の

歯科）を受診する必要性は感じたかについての質

問である。「受診する必要性は感じなかった」と回

答した者は 64.5%であり、これに対し「受診する

必要は感じた」と回答した者は 35.5％であった 

（図 10）。 

質問 12 は、この１年間に治療を受けたことがな

いと回答した者に対しての、受診しなかった理由

についての質問である。テキスト分析の結果から

は、時間的な問題や暇がなかったという「時間」、

歯科医院への通院が面倒だったり嫌だったりとい

う「行く・通う」、受診するような問題や不都合を

感じていないという「問題・不都合」などの使用

頻度が高いことがわかった。以下、「歯科・歯科医

院」、「痛み」、「必要性」、「経済的問題」などが上

位に挙げられた。キーワードに含まれる内容の例

を図 11、表 2 に示す。 

 
質問 13 は、歯の治療の途中で治療を止めたり、

転医をしたことがあるか、また、あればその理由

についての質問である。「治療途中で止めたり、転

医をしたことはない」と回答した者が 59.5％と最

も多かった。転医した理由としては「痛みなどの

[図 11] 受診しなかった理由に関係する言葉の頻度 

表 2 この１年間に治療を受けたことがない理由とキーワード 



症状がおさまったから」と回答した者が 14.0％と

最も多く、「治療内容の不満」と回答した者が次に

多く、12.6％だった（図 12）。

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
質問 14 は、ふだん歯や歯ぐきの健康について注

意していることについての質問である。「食後の歯

みがき・うがい」と回答した者が 54.8％と最も多

く、「歯周病予防を意識した歯磨き」と回答した者

が 37.9％ で、ブラッシングに関するものが多か 
 
 
 
 

った。次いで「歯科での歯石除去」が 29.2％、「よ

くかんで食べるようにしている」が 20.8％、「バ

ランスのとれた食事を心がけている」が 20.7％、

「歯科検診や歯科健康診査を受ける」と回答した

者は 18.6％であった（図 13）。

 
  
  
  

 
  

質問 15 は、かかりつけの歯科医院の有無につい

ての質問である。「かかりつけ歯科を持っている」

と回答した者は 66.1％と非常に多かった（図 14）。 

質問 16 は、そのかかりつけの歯科医院について、

どんなときに受診するかについての質問である。

「症状が出たとき」と回答した者が 52.3％と最も

多く、次いで「気になるとき早めに」が 24.2％、

「定期的に」と回答した者は 22.9％ であった 

（図 15）。 
 
 
 
 



 
質問 17 は、そのかかりつけ歯科の場所について

の質問である。「家の近く」が 79.1％ と圧倒的に

多く、「職場の近く」は 9.5％「その他」は 11.4％
であった（図 16）。 

 

質問 18 は、そのかかりつけ歯科までの主な通院

手段と通院時間についての質問である。「徒歩」と

回答した者が 40.4％と最も多く、次いで「車（バ

イク）」が 34.8％、「自転車」が 14.5％、「電車」

と回答した者は 7.8％であった。通院の平均時間は

「電車」が 28.4±15.3 分、「バス」が 21.1±14.1
分、「車（バイク）」が 15.0±25.2 分、「徒歩」が

7.0±4.4 分、「自転車」が 12.0±26.4 分であった

（図 17）。 

 

質問 19 は、自分が寝たきり等の状態で在宅介護

を受けるようになったとしたら、どのような歯科

のサービスを望むかについての質問である。「必要

なときに在宅で歯科治療を受けられるようにした

い」と回答した者が 54.5％と最も多く、次いで「定

期的な検診」34.2％や「定期的なメインテナンス

や指導」17.8％と、定期的な歯科医によるチェッ

クの希望が多かった（図 18）。 
 

 
質問 20 は、歯科医療についてどのようなことを

望むかについての質問である。「特になし」と回答

した者が 34.9％と最も多く、要望の中では「夜間・

休日診療希望」が最も多く 28.5％で「診療回数を

へらしてほしい」が 19.6％ 「保険治療の範囲を

広げてほしい」が 19.2％ 「待たせないでほしい」



が 15.1％であった（図 19）。 

 

また、それぞれの要望について記載された自由

回答を内容ごとに分類したところ、「歯科診療所

や病院の歯科が近くにほしい」という要望の中の

意見では「歩いて行ける範囲が望ましい」が最も

多く、次いで「家の近くが望ましい」という意見

が多かった。「夜間や休日でも治療が受けられる

ようにしてほしい」という要望の中の意見では「夜

遅くまで診療してほしい」が多く、具体的な時間

としては夜 10時までの診療が希望されていた。次

いで「土日休日も診療してほしい」という意見と、

夜間や休日診療を望む理由として「痛み」を挙げ

る意見が見られた。「職場での健康診断に歯科も

含めてほしい」という要望の中の意見では「歯科

の健康診断も職場で定期的に受けたい」という意

見が多かった。「なるべく待たせないようにして

ほしい」という要望の中の意見では「予約をして

いるにも関わらず待たされる」という意見が特に

多く見られ、割合としてはこの要望における自由

回答の半数以上を占めた。「診療回数をへらして

ほしい」という要望の中の意見では「一回の診療

時間を長くして回数を減らしてほしい」という意

見が多く、その他には「一回の診療で終わらせて

ほしい」「治療回数が多すぎる」「何度も通うの

が大変」という意見が見られた。「診療内容や費

用等について分かりやすく説明してほしい」とい

う要望の中の意見では「あらかじめどのくらいの

治療費がかかるのかを知りたい」という意見が多

く、次いで「かかった治療費の内訳を説明してほ

しい」という意見や「治療費が高額」という意見

が多かった。「治療内容の説明をしてほしい」と

いう意見は費用に関する意見群の次に多かった。

「保険の範囲をひろげてほしい」という要望の中

の意見では「インプラント治療を保険適用にして

ほしい」という意見が最も多く、次いで「陶材焼

付冠を保険適用にしてほしい」「歯科矯正を保険

適用にしてほしい」という意見が多かった。「そ

の他」の要望の中の意見は多岐に渡るため上記の

ような内容の分類は困難であると思われる。代表

的な意見としては「予約を取りやすくしてほしい」

「治療の機械音をなくしてほしい」「治療費が高

い」等が挙げられた。 

 
 
 

 
 



D．考察 
 本研究はインターネットリサーチと呼ばれる手

法を用いて行われた。これはインターネットを介

して行われるアンケート調査法であり、様々な年

齢・性別・職種・居住地域の、多数のモニタに対

し比較的短期間に調査を行うことができるとして、

近年一般的に利用されている手法である 2）。この

１年間に生じた歯や口の中の悩みや気になること

について、本研究結果と平成 11 年保健福祉動向調

査の結果を比較してみたところ、両調査とも「歯

が痛んだりしみたりした」、「歯ぐきから血が出た

り、はれたりした」、「口臭があった」などの頻度

が高く、歯や口の中の悩みや気になることは類似

していた。この結果からは国民の歯や口の中の悩

みや気になることの頻度はある程度、決まってい

るようにも考えられるが、本調査では症状の強さ

に関して 5 段階の数値を選択する方式をとってお

り、単純に平成 11 年保健福祉動向調査の結果と比

較するのは難しい。この１年間に生じた歯や口の

中の悩みや気になることがなかった調査対象者は、

平成 11 年保健福祉動向調査の結果で 28.8％なの

に対して本調査では 19.6％と 10％程度低かった。

平成 11 年保健福祉動向調査においては、調査対象

者の症状が弱い場合には、歯や口の中の悩みや気

になることとして認識されていない可能性もある。 
また、本調査では、この１年間に生じた「悩み

や気になったこと」それぞれに、日常生活で実際

に困ったこと等を自由回答する欄を設けたが、日

常生活への影響だけでなく、「自覚症状」「原因」

「不具合の出た状況」「頻度」「対処行動」と、最

大で６つのカテゴリに分けることができた。内容

については、「悩みや気になったこと」全般として、

日常生活への影響よりも痛みや腫れ、出血、歯牙

の動揺、食渣の圧入など、症状そのものがクロー

ズアップされる傾向があった。日常生活への影響

としては、「歯が痛んだり、しみたりした」「歯が

ぐらついた」「歯ぐきから血が出たり、はれたりし

た」「歯ならびが気になった」「かみあわせがよく

なかった」「口をあけるとゴリゴリ音がした」「入

れ歯が合わなかった」「歯がない状態だった」と、

多くの悩み事の中で『食事の際の不具合』が共通

の内容として挙げられ、口腔内の悩み事において

は食事に関する内容が大きなウェイトを占めてい

ることが考えられた。また、他に注目すべき点と

して、「歯が痛んだり、しみたりした」と「歯ぐき

から血が出たり、はれたりした」の２つでは特に、

『仕事等においての集中力の低下』が悩み事とし

て共通して挙げられていた。また、「口臭があった」

場合では自覚症状だけでなく他人に指摘されて気

がついたとする他覚症状についての回答が特徴的

であった。 
 つぎに、この１年間に歯科診療所や病院の歯科

で診療を「受けなかった」調査対象者と、「受けた

あるいは治療中」の調査対象者はおよそ半数ずつ

であった。これらの結果を見ると、多少なりとも

歯や口の中の悩みや気になることがある調査対象

者は多いものの、定期的な歯科検診を除き、強い

歯の痛みや腫れで飲食に不都合がある、夜眠れな

い、あるいは集中力が低下するなどの日常生活に

支障をきたすことがなければ、治療の必要性を感

じていても、実際には受療行動を起こさない（felt 
needから expressed needへの移行が起こらない）

患者が多いことが考えられた。ただし、平成 11 年

度保健福祉動向調査の結果では診療を「受けたこ

とがある」者は 35.1％にすぎないことから、本調

査の方が受療行動を起こす調査対象者が多かった。

これについては対象者の違いが影響したのか、そ

れとも口腔の健康が国民により意識されるように

なっているのかなど、他の調査データなどを含め

て慎重に検討する必要があると考えられる。 
ふだん歯や歯ぐきの健康について注意している

ことについて本調査では「食後の歯みがき・うが

い」と回答した者が 54.8％と最も多く、「歯周病

予防を意識した歯磨き」と回答した者が 37.9％ で、

ブラッシングに関するものが多かった。次いで「歯

科での歯石除去」が 29.2％、「よくかんで食べる



ようにしている」が 20.8％、「バランスのとれた

食事を心がけている」が 20.7％、「歯科検診や歯

科健康診査を受ける」と回答した者は 18.6％であ

った。平成 11 年保健福祉動向調査では「食事の後、

歯をみがいたり口をすすぐようにしている」

48.8％が最も多く、次いで「歯槽膿漏にならない

ように、根もとまでみがくようにしている」27.9％、

「バランスのとれた食事をこころがけている」

23.2％となっており、患者のセルフケアに関する

考え方は、両調査ともに似たような傾向にあると

考えられた。 
この１年間に歯科診療所や病院の歯科で診療を

うけた調査対象者（felt need から expressed need
への移行が起こった調査対象者）の多くは、受診

した歯科診療施設の選択理由に「通院の利便性」

と「かかりつけ歯科であること」を挙げていた。

自宅と受診した歯科診療施設の郵便番号が７ケタ

とも完全に一致するものは 42.3％、自宅と受診し

た歯科診療施設の市区町村の一致するものは

82.9％であり、さらに徒歩で通院している調査対

象者が 4 割にも及んでいた。これらの結果から、

歯科医院を選択するときには、自宅に近くて通院

しやすい歯科医院が選択される傾向にあり、かか

りつけ歯科や検診先の歯科診療施設の選択にも影

響を与えていることと考えられた。 
これらの調査対象者が受診した歯科診療施設に

対する満足度調査では、ほとんどの患者が受診先

の歯科診療施設に概ね満足していた。満足度に関

する自由回答のテキスト分析の結果からは、治療

や説明を丁寧に行ってくれて、歯科医師が親切な

歯科医院の満足度が高いと考えられた。また、治

療時間や待ち時間が少ないなどの時間にかかわる

要因や、痛みの有無なども満足度に影響を与えて

いるキーワードであることが理解できた。歯の治

療の途中で治療を止めたり、転医をした理由を見

てもこれらの満足度に影響する要因が満たされな

いと、歯の治療の途中で治療を止めたり、転医を

するという行動につながることが予測された。治

療終了後の定期健診については、治療終了者の約

2／3 が定期健診をすすめられているが、郵便物や

電話で定期健診の事前連絡があったのは治療終了

者の 1／3 強であった。定期健診を勧めている歯科

医院でも、事前連絡を行うのはその約半数に過ぎ

ないことがわかった。事前連絡をする歯科医院、

しない歯科医院については、歯科医師を対象とし

た調査でさらに検討したいと考えている。 
この 1 年間で歯科を受診していない調査対象者

（felt need から expressed need への移行が起ら

なかった調査対象者）については、受診の必要性

がないと考えていた調査対象者が約 65％であり、

受診しなかった理由に関する自由回答のテキスト

分析の結果からは、受診するような問題や不都合

はないと考えている者が多く、通院や治療にかか

る時間や経済的な理由から受診しないという判断

をしていると考えられた。 
かかりつけの歯科医院については、およそ 3 分

の 2 の調査対象者がかかりつけを持っていると回

答しており、通院する歯科医院はある程度決まっ

ているようであった。実際にこの 1 年間での歯科

受診の有無を問う質問 9 と、かかりつけ歯科の有

無を問う質問 15 に関し、マクロミル社製集計ソフ

ト Quick-CROSS3 を用いてクロス集計を行ったと

ころ、かかりつけを持つ対象者の歯科受診率が圧

倒的に多いことが分かった（表 3）。また、日常的

に口腔内の健康について気をつけていることがあ

るかを問う質問 14 と、かかりつけ歯科の有無を問

う質問 15 のクロス統計を行ったところ、かかりつ

けがある対象者群の方がすべての項目において、

かかりつけのない対象者群よりも割合が多かった。 
特に、歯科検診や歯科健康診断、歯石の除去な

どのプロフェッショナルケアを行っていると回答

した者のうち、9 割がかかりつけを持つ対象者で

あり（表 4）、かかりつけ歯科をもつ患者の口腔保

健に対する意識の高さをうかがわせた。 
調査対象者が歯科医院に対して望んでいる内容

については、平成 11 年度保健福祉動向調査との比



較が可能である。本調査では「特になし」と回答

した者が 34.9％と最も多く、要望の中では「夜間・

休日診療希望」が最も多く 28.5％で「診療回数を

へらしてほしい」が 19.6％ 「保険治療の範囲を

広げてほしい」が 19.2％ 「待たせないでほしい」

が 15.1％であった。それに対し、平成 11 年度保

健福祉動向調査では「夜間や休日でも治療が受け

られるようにしてほしい」が 40.9％と最も多く、

次いで「保険の範囲をひろげてほしい」35.8％「な

るべく待たせないようにしてほしい」22.5％、「診

療回数を減らしてほしい」22.5%となっており、

「特になし」21.7％より多い結果であった。近年

は歯科医院の数が増えていることがマスコミなど

で報道されているが、歯科医院が夜間や休日に診

療を行うなど、診療時間を延ばしていることが影

響している可能性も考えられる。 
自分が寝たきり等の状態で在宅介護を受けるよ

うになったとしたら、どのような歯科のサービス

を望むかについては、本調査では「必要なときに

在宅で歯科治療を受けられるようにしたい」と回

答した者が 54.5％と最も多く、次いで「定期的な

検診」34.2％や「定期的なメインテナンスや指導」

17.8％と、定期的な歯科医によるチェックの希望

が多かった。平成 11 年度保健福祉動向調査では、

「必要なとき在宅で治療が受けられるようにして

ほしい」が 63.3％、「定期的に在宅で歯科の検診

が受けられるようにしてほしい」が 26.6％となっ

ており、同じような傾向を示していた。在宅の歯

科サービスの充実が望まれる結果であると考えら

れた。 
 
      Q15 かかりつけの歯科医院はありますか。  

    
 

はい いいえ 

人数 (%) 人数 (%) 

Q2 あなたは、この

１年間に歯科診療

所や病院の歯科で

診療（訪問診療、

検診等を含む）を

受けたことがあり

ますか。  

受けたこと

がある  
227 (86.3)  36 (13.7) 

治療中   64 (97.0)   2  (3.0) 

受けなかっ

た  
172 (46.4) 199 (53.6) 

 
 

 

   

Q15 かかりつけの歯科医院はありますか。当

てはまるものにチェックを入れてください。  

   

 

はい いいえ 

  

人数 (%) 人数 (%) 

全体 463 (66.1) 237 (33.9) 

Q14 あなたは、ふだん歯や

歯ぐきの健康についてど

のようなことに注意して

いますか。（いくつでも）  

歯科検診や歯科健康診査を受けるようにしている  125 (93.3)   9  (6.7) 

歯石を取ってもらうようにしている  187 (89.9)  21 (10.1) 

食事の後、歯をみがいたり口をすすぐようにしている  269 (69.9) 116 (30.1) 

歯周病にならないように、根もとまでみがくようにしている  193 (71.7)  76 (28.3) 

甘いものを、食べたり飲んだりしないようにしている   18 (60.0)  12 (40.0) 

バランスのとれた食事を心がけている  102 (71.8)  40 (28.2) 

よくかんで食べるようにしている   93 (65.0)  50 (35.0) 

歯や歯ぐきの健康を特に意識して喫煙をしないようにしている   48 (70.6)  20 (29.4) 

その他  具体的に：   15 (68.2)   7 (31.8) 

注意していない   68 (51.9)  63 (48.1) 

表 3 歯科受診歴とかかりつけ歯科の関係性 

表 4 日常的な口腔の健康管理意識とかかりつけ歯科の関係性 



E．結論 
治療の必要性を感じながら実際には歯科を受診

しない、つまり felt need から expressed need へ

の移行が起こらない患者は、潜在的に相当数存在

することが示唆された。受診しない理由としては

「日常生活に支障をきたすほどの症状ではないた

め」「忙しい」「通院が煩わしい」「受診できる時間

帯に診療している歯科が近くにない」などが多く

挙げられた。 
これに対し、実際に受診した患者の歯科診療施

設の選択理由では「かかりつけ歯科であること」

「通院の利便性がいいこと」が多く挙げられた。

特にかかりつけ歯科の存在は、クロス集計の結果

からも歯科受診に非常に大きな影響を与えている

ことが分かった。また、かかりつけ歯科の選択理

由そのものも通院利便性が多くを占めた。 
受診した患者は、受診先の歯科診療施設に対す

る満足度の判断に、治療の質や説明の丁寧さ、対

応の迅速さ、患者の希望を重視するか等を挙げて

いるが、概ね満足度の高い評価に集中していた。

また、治療時の説明に関しても９割近くの患者が

「十分で理解もできた」としており、患者の意識

としては歯科診療施設ごとの満足度に大きな差が

ないことが考えられた。 
以上のことから、患者側から見た場合、歯科治

療中・治療後の患者の満足度に大きな差はなく、

診療内容よりも通院の利便性やかかりつけ歯科の

存在の有無が受診率に大きく影響を与えている可

能性があることが示唆された。また、かかりつけ

歯科を持つ患者の口腔保健に対する意識はかかり

つけ歯科を持たない患者の意識よりも高いことが

考えられた。しかし、これに対して前述のとおり

定期健診の連絡など、歯科側から患者側への口腔

の健康を保つ上でも重要な、定期的なアプローチ

が十分ではないことが考えられ、歯科受診率の向

上を図るためには歯科側の改善すべき点も多いこ

とが考えられた。今後は本研究のデータをもとに

felt need から expressed need へ移行する要因に

ついて、より詳細な分析を行い、歯科医療の需要

に関わる要因の調査分析をさらに深く掘り下げて

いく予定である。 
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Ｆ．研究発表 
 未発表 

 

Ｇ．知的財産の出願・登録状況 

 なし 



資料 1 調査対象者の属性 

 
１．性別・年齢構成 

 
 
２．居住地域 

 
 
３．職業 
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歯や口の中についての悩
みや気になること

カテゴリ 回答の分類 回答例

痛み
歯が痛い、痛い、親しらずが痛む、ズキズキ脈打つ感じがした、ごく
たまに痛みがある、など

しみ
しみる、冷たいものがしみた、お湯がしみた、アイスがしみた、塩気
のあるものを食べるとしみた、食事がしみた、、冬の冷水でのうが
いがしみる、歯磨きの時にしみる、など

違和感
やや違和感があった、食事のたびに違和感があった、夜寝る前に
痛いような痛くないような不快感、など

食べにくい、
食べられない

食べにくいことがある、食べられない、食事が出来ない、甘いもの
が食べられない、熱いものが食べられない、熱いものと冷たいもの
が食べれない、など

かみにくい、
かめない

噛めない、噛みにくい、噛むのに苦労した、など

飲みにくい、
飲めない

水があまり飲めなかった、など

うがいできない うがいが出来ない、ゆすぎの時につらかった、など

修復物や
冠の脱離

以前治療したかぶせがとれた、銀歯が取れた、など

虫歯
虫歯、虫歯があるから、虫歯が未治療、虫歯でかなり痛かった、な
ど

親知らず
親知らず、親知らずが生えてくる途中に少し痛かった、親知らずが
横に生えているらしく圧迫されて痛かった、など

その他
歯がわれていた、事故で差し歯にしたため、化膿していた、歯槽膿
漏、など

うがいをする時 うがいをする時、歯磨きごとにしみて不快、など

食事の時
食事の際、少し気になった、食事中かみにくい、ご飯を食べるときに
痛む、など

歯磨きの時
歯磨きのとき、歯磨きの時にしみる、歯磨きの時に水ですすぐと痛
い、など

飲んだ時 水を飲むとき、など

その他 糸ようじ、堅いものが入れ歯に当たったとき

頻度 頻度
時折痛みを感じる、たまに、冷たいものがしみる、食事のたびに違
和感があった、など

集中力の低下
集中できない、気になって仕方なかった、いらいらした、何するにも
集中できない、など

仕事への影響 仕事が手に付かなかった、仕事に集中できなかった、など

睡眠への影響
痛くて夜寝られなかった、眠れなかった、痛みで目が覚めた、寝付
きが悪かった、など

食事への影響 食事がおいしくできなかった、食事がまずい、など

心理的影響 気が重い、気分がすぐれない、痛さで不愉快になった、など

その他 勉強しづらかった、キスができない、など

歯科受診
歯医者にいった、虫歯で治療中、特にないが歯科医に相談した、治
療済み、など

セルフケア
痛み止めを飲んだ、痛みがひどくて痛み止め薬を常用した、たえず
ケアしている、痛くないほうの歯ばかり使ってしまう、など

我慢・放置 とりあえず我慢はできた、我慢した、など

資料3　質問1自由回答のカテゴリ分類

自覚症状

原因

不具合の
出た状況

日常生活
への影響

対処行動

歯が痛んだり、しみたり
した



歯や口の中についての悩
みや気になること

カテゴリ 回答の分類 回答例

食べ物がつまる 食べ物が詰まった、食べ物が挟まった、物が詰まる、など

歯の動揺 ぐらつき、歯が抜けそうになる、歯茎に炎症がありぐらつく歯があ
る、など食べにくい、

食べられない
食べにくい、食べられない、食べたいものが食べられなかった、な
ど

かみにくい、
かめない

かみにくい、強く噛むことができない、硬いものがかめなかった、な
ど

その他 歯茎が下がっている、肩などこりから歯がういた、歯痛、炎症、など

修復物や
補綴物の脱離

歯肉と入れ歯があわなかったとき、差し歯がぐらつき食事に神経を
使った、差し歯がとれてしまった

歯周病 歯槽膿漏、歯槽膿漏があるから

その他 歯が抜けた

食事の時 食事の時に気になった

歯磨きの時 歯をみがくとき気になる

触れた時 手で強く押さえるとちょっとぐらつく程度、指で触ると

頻度 頻度 時々、たまに

仕事への影響 仕事、抜歯するまで日数がかかり仕事が出来なかった

心理的影響 不安になった、気になった、少し気になる程度、など

歯科受診 抜歯するまで日数がかかり仕事が出来なかった

セルフケア
前歯だったこともあり、食事のたびに気をつかった、硬いものを食べ
るとき気を付けている、など

我慢・放置 そのままにしてた

痛み
痛い、痛かった、歯茎がいたい、我慢できたけど痛みがあった、舌
で触れると痛かった、歯茎が腫れて痛くて食べ物がかめなかった、

腫れ
はれ、はれた、ちょっとはれていた、ときどき腫れる、歯茎がはれ
た、など

出血
少し出血があった、たまに出血、ブラッシングのときに出血すること
がある、口をゆすいだら血がでた、など

口臭 口臭、口臭の原因になった、口の中が鉄くさい、血が臭く不快、など

しみ しみる、しみた

違和感 違和感、違和感があった、腫れて違和感感じた、など

かみにくい、
かめない

よく噛めなかった、ものが噛みにくくなった、硬いものがかめない、
りんごがかめなかった、など

その他
ものがちょっと食べにくかった、化膿していた、歯が浮く、かたこりを
かんじた、など

歯周病 歯周病、歯槽膿漏

その他 差し歯、親知らずが悪さした、など

歯磨きの時
歯を磨くとき、歯を磨くと血が出ることがある、歯を磨くたびに血が
出る、ハミガキのときに少し血がつくことがある、など

その他
産後歯茎から血が出る、妊婦の時寝れない位歯茎がはれた、飲酒
が続いた時、など

頻度 頻度 しょっちゅうなので気にならない、たまに、めったにない、時々、など

集中力の低下
痛みもあり集中できない、はれが気になって舌や手でさわったりす
るので集中できない、など

仕事への影響 仕事、仕事中であったため処置できず困った、など

歯磨きへの影響 歯磨きがしにくかった、歯磨きがつらい、歯磨きに苦労した、など

食事への影響
食事中痛かった、食べ物がおいしくなかった、噛むと痛むので食事
がおいしくない、固いものを食べるのに躊躇した、食事に支障をき
たした、など

心理的影響 なんだか不愉快になる、気分が悪い、など

歯科受診 すぐに治療した、時には化膿がひどく歯医者通いが続く、など

セルフケア
きつくはみがきをした、歯槽膿漏かと思いハミガキ粉に出費した、歯
ブラシでマッサージした

我慢・放置 そのままにしてた、我慢する、など

歯ぐきから血が出たり、
はれたりした

自覚症状

原因

不具合の
出た状況

日常生活
への影響

対処行動

歯がぐらついた

自覚症状

原因

不具合の
出た状況

日常生活
への影響

対処行動



歯や口の中についての悩
みや気になること

カテゴリ 回答の分類 回答例

口臭
口臭、口臭が気になる、血のような臭いがする時がある、自身の口
臭に気づくときがあった、もしかしたら口臭があるかもと気になっ

他人からの指摘
人に指摘された、嫁に臭いと言われた、家族からいわれたことがあ
る、子供に口がくさいと言われてショック、家族、友達から言われ

その他
自分では気にならないが他人からはどうか、人から言われてはな
いが、自分が気になる、あまり感じないがあるかも、支障は特にな
いが自分で気になった、など

虫歯 虫歯のにおいがした、虫歯の治療前は気になった、など

歯周病 歯槽膿漏が原因で口臭がした、最近は歯石があるかも、など

食物
にんにく、にんにくを食べた後、にんにくなど臭いの強い物を食べた
ときや後

たばこ タバコを吸っているため、タバコ匂いで周囲から嫌がられた

その他 膿がでていたので、胃が悪いか歯垢のせいか、など

起床時
朝起きたとき、寝起き、起床時感じた、朝起きると口臭を感じて不快
感、など

会話の時
会話、会議、会話をするとき、会話時に気になった、デートの時にこ
まった、など

歯磨きできな
かった時

歯磨きできなかった時の口臭が気になった、隙間ブラシを怠ったと
き気になった、歯磨きせず寝た翌朝、など

その他 たくさん話したあと、口がかわくと口臭がある、など

頻度 頻度 時々、たまに、めったにない、めったにない、など

仕事への影響
接客しずらかった、接客に気を使った、仕事で相手と話す時に気に
なる、など

対人関係への影
響

対人、顔を近づけて話すときに相手の表情が変わる、いやな顔をさ
れた、近くで人と話す時に気を遣う、人の反応が気になった、人前
で話すのに気をつかった、人と会話をするのが怖い、異性と話すと
きに困る、など

心理的影響
気分が悪い、恥ずかしい、気持ち悪くなった、人に不快感をあたえ
てるのでわないかと不安、自分で嫌気がさしたときがあった、など

対処行動 セルフケア
うがいをした、モンダミンを買った、歯をみがいた、対話に距離をお
いた、人と話すときに気をつかいガムを食べる、など

不快感
気持が悪かった、口の中が気持ち悪い、口臭と同じで寝起きにか
なりの不快感、いやな感じがした、など

べたつき
ねばねばする、べとつく、口の中がベタベタするような感じ、さらっと
したい、など

口渇感
口渇感があった、水分がほしかった、水分を含まずにいられない事
があった、喉が渇いた、など

口臭 口臭がした、くさい、口臭が気になった。

その他 違和感

体調 体調の悪いとき、体調次第なのかと思っている

たばこ タバコを吸いすぎた、タバコをたくさんすった次の日

その他
舌炎、胃潰瘍きみなので、治療期間中は歯に入れている消毒薬の
せいか不快感が強かった、など

起床時
朝起きたとき、寝起き、朝起きたときに口の中がネバネバする、朝
起きると口臭を感じて不快感、朝置きぬけにちょっと感じた、など

その他 たくさん話したあと

頻度 頻度 めったにない、たまに、いつも、いつも気にしなければならない、な
ど集中力の低下 歯を磨きたくてもすぐには無理でイライラした、など

その他 会話中に唇が歯にひっつく、など

対処行動 セルフケア
デンタルリンスで嗽をした、何回も歯磨きをしてしまう、口の中が
さっぱりせずガムを食べる、お茶を飲む回数が増えたかも、など

　　　 　口臭があった

自覚症状

原因

不具合の
出た状況

日常生活
への影響

粘るような不快感
があった

自覚症状

原因

不具合の
出た状況

日常生活
への影響



歯や口の中についての悩
みや気になること

カテゴリ 回答の分類 回答例

見た目が気にな
る

見た目、見栄え、見た目が気になる、見た目が悪い、など

食べ物がつまる
ものが挟まる、すぐに食べ物が歯に挟まる、食べ物がつまりやす
い、など

歯列の特徴
出っ歯、歯がすいている、八重歯がある、差し歯が気になる、下の
前歯が若干重なっている、前歯のならび、など

歯列の変化
以前より悪くなってきた、矯正が戻った感じがした、年とともに以前
より歯並びがわるくなった、ぐらついて歯並びが不正常になった、な

話しにくい かつぜつ、日本語ができない

その他
うまく食べれない、食事中によく噛めない時がある、口に閉まりがな
くなる、表情に迫力不足、歯ぎしりをして前歯の裏が痛む、舌をか
む、頭痛がする、など

歯並びを見たと
き

鏡を見たとき、鏡を見て

その他 力が入るとき、会話時、かみ合わせのとき

表情への影響
うまく笑えない、人前で笑うこと、写真に写ると口元が歪んで見え
る、など

歯磨きへの影響
歯が磨きにくい、磨き残しがあった、歯を磨くとき糸ようじでやらない
と取れない、など

心理的影響 きになる、気になるが支障はない、など

その他 サックスがふけない、失恋した、など

歯科受診 気になっていたので現在矯正中、矯正済みなのでない

セルフケア 歯槽膿漏かと思いハミガキ粉に出費した

我慢・放置
以前から歯並びが悪い、もともとよくないから気にならない、気にな
るが支障はない、など

かみ合わせがあ
わない

たまにかみ合わせの悪い時がある、ちょっとずれてきたような気が
する、突然かみあわせが変化した、かみ合わせると違和感があっ
た、など

顎の痛み
あごが痛くなった、顎が疲れる、左右の顎の高さが違う、顎関節症
になった、など

口の中をかむ たまに舌をかむ、よく舌をかむ、口の中を噛んだ、唇が切れた、な
ど食べにくい、

食べられない
食べにくい、食べづらい、食事、硬い食物が食べにくい、など

かみにくい、
かめない

噛みにくい、かたいものがかみにくい、噛むのに苦労した、肉が噛
み切れない、片方側にかたよって物を噛んでしまう、咀嚼に支障が
あった、など

話しにくい 滑舌、発音しにくい、話しづらい、日本語ができない、など

肩こり 肩こり、肩がこった、肩こりがひどかった

修復物、冠の装
着

インレーがあっていなかった、歯医者で詰め物をしたときに、前の
歯医者で詰めたものがあっていない気がする、事故で差し歯にした
ため、など

可撤性義歯の不
適合

義歯の高さ、入れ歯が少し合わなくなった、部分入れ歯なのでどう
しても均一に噛めないような気がする、など

歯の欠損 奥歯がないから、奥歯を抜かれているので仕方がない、など

不具合の
出た状況

食事の時 硬いものを食べる時

日常生活
への影響

集中力の低下 いらいらした

対処行動 歯科受診
よくなかったので現在矯正中、かみ合わせが良くなく歯医者に行き
調整をしてもらった、入れ歯で解消した、など

セルフケア

我慢・放置 そのままにしてた、無視

 歯ならびが気になった

自覚症状

不具合の
出た状況

日常生活
への影響

対処行動

かみあわせがよく
なかった

自覚症状

原因



歯や口の中についての悩
みや気になること

カテゴリ 回答の分類 回答例

顎の痛み
痛む、アゴが痛いと感じた、あごが痛かった、コメカミの下が痛くて
口を開けづらかった、顎の関節が痛くなる、など

口を開けにくい
口が開かなくなる、口が開けづらい、大きく口をあけられなかった、
大きな口をあけるのがこわい、大きく口をあけると痛い、など

音がする
音がする、音が不快、あごの関節がかっくんと音がする、前からカ
クカクしている、あごの骨が外れそうにガクっと鳴る、何回かに1回
はパキンとおとがなる、など

食べにくい、
食べられない

固いものをあまり食べれない、食事の時に気になった、など

その他 かみにくい、こめかみに違和感、頭痛、あごがつかれる

顎関節症 顎関節症、顎関節症になったことがある

その他 年齢

あくびの時 あくびをしたとき、あくびをするとガクっと音がしたことがある、など

食事の時 食事の時に気になった、など

その他 咬合調整後口が閉じ難くなった、

頻度 頻度 たまにある、めったにない、たまに食べにくい、たまに痛い、など

日常生活
への影響

心理的影響 不安になった

対処行動 セルフケア 常に歯を右左移動させていた

痛み 歯茎に当たり痛かった時、痛い時がある、痛くて噛めない、など

義歯の不適合
外れやすくなった、食べ物の滓が挟まり痛い、年中あってない、入
れ歯があっていないかもしれない、など

かみにくい、
かめない

噛みにくい、かみあわせがよくなくなった

その他
口をふさげない、口内炎がよくできた、食べにくい、ワイヤーが気に
なった

原因
可撤性義歯の不
適合

入れ歯が折れた、入れ歯の間に食べ物が入り食事ができなくな
る、歯ぐきのやせ、など

歯科受診
歯医者で調整を良くして貰った、何度も調整をした、差し歯はあって
いて，合わないと調節してもらう、など

セルフケア
入れ歯をしなくなった、はずした、前歯だけで噛むようになった、部
分入れ歯が合わなくなり、使えない間固いのもを食べるのを控え
た、など

食べにくい、
食べられない

食事、食べにくい、ものが上手く食べられない、奥歯が欠損のため
硬いものが食べにくい、食事がしにくい、など

かみにくい、
かめない

うまくかめない、噛みにくい、堅いものが咬みずらい、歯が抜けたま
まになっていてかめない、部分入れ歯をしており咀嚼に不便、など

歯がない
歯の抜け、歯が抜けてしまった、以前に抜いた歯がそのままになっ
ている、矯正のため抜歯した個所は歯がない状態、今でも一本歯
がないので不便、など

気にならない 気にならず、不便ではない、なれてるのでない、など

その他 口元が気になる、義歯が不調、磨きにくい、など

原因
修復物や
冠の脱離、不適

仮歯が合わなかった、仮歯だったのでかたいものが食べられな
かった、差し歯とれ、差し歯をしているので、など

歯磨きへの影響 前歯が一本ブリッジで有随の為掃除が面倒

その他 部分入れ歯のため、噛む回数が少なくなりがちで、胃に負担がか
かる。歯科受診 前もってケア、治療してきた

セルフケア 歯茎で噛んでいた

我慢・放置 病院で治してくれないので

　　歯がない状態だった

自覚症状

日常生活
への影響

対処行動

口をあけるとゴリゴリ音が
した

自覚症状

原因

不具合の
出た状況

　入れ歯が合わなかった

自覚症状

対処行動
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